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石川県スキー連盟

会長 中川 石雄

白山白峰温泉スキー場存続について

白山市の合併に伴い、スキー場の整理・統合が当局で検討され白山白峰温泉スキー場も、

その対象に成っております。昨年は全国中学校スキー大会の開催の為に白山市地域振興公

社が、指定管理者として一般営業をしてきましたが、今年度はそれをやめるとのことで、

スキー場存続のために、白峰地区の有志がＮＰＯ法人を設立し運営予定で進んで来ました

が、経費の捻出を含め、石川県・白山市に働きかけお願いしてきました。 なかなか当局

の了解を得る事が出来ないのが現状です。

スキー連盟としても、当スキー場は、公認コース有し全国レベルの大会を開催できる県内

唯一のスキー場であります。 このスキー場がなくなる事は、選手強化・育成の環境がな

くなってしまうことです。これは、スキー連盟としても絶対にさけなければならないこと

です。

これまでにスキー当連盟として、競技専用施設としての存続を、石川県・白山市に要望を

してまいりましたが現在まで本年度存続の結論はでておりません。

そこで、多くの方々に白峰温泉スキー場の必要性と存続のお願いをすべく署名活動を実施

し、改めて石川県・白山市に陳情致します。 何卒、趣旨ご理解頂き署名活動にご協力下

さるようお願い致します。

用紙は石川県知事宛と白山市長宛の２種類あります。各１枚づつ同封してありますので、

お手数でもコーピーをして署名活動をお願い致します。

１０月下旬に陳情予定です。ご署名頂いた用紙は、１０月１８日の連盟評議員会又は連盟

事務局にお届け下さい。


